
  

  

庄内
し ょ う な い

地区
ち く

 
最も
も っ と    

代表的
だ い ひ ょ う て き

な戦後
せ ん ご

開拓
か い た く

集落
し ゅ う ら く

 

１ 庄内
しょうない

地区
ち く

の入植者
にゅうしょくしゃ

 

昭和
し ょ う わ

２２年
     ねん

（19４７）、六ヶ所
ろ っ か し ょ

村
む ら

に山形県
や ま が た け ん

庄内
しょうない

地方
ち ほ う

出身者
し ゅ っ し ん し ゃ

が

入植
にゅうしょく

。戦前
せ ん ぜ ん

、山形県
や ま が た け ん

の分
ぶ ん

郷
ご う

計画
け い か く

により海外
か い が い

移住
い じ ゅ う

した開拓
か い た く

義勇隊
ぎ ゆ う た い

や軍人
ぐ ん じ ん

が、戦後
せ ん ご

引き上
ひ  あ

げてきて、適地
て き ち

調査
ち ょ う さ

の結果
け っ か

、

旧
きゅう

御料地
ご り ょ う ち

であった芋ヶ崎
い も が ざ き

地区
ち く

に入植
にゅうしょく

された人々
ひ と び と

であった。 

２ 庄内
しょうない

地区
ち く

の開拓
か い た く

の歴史
れ き し

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 六ヶ所村教育委員会 平成 8年 「六ヶ所村史 中巻」 より一部引用 

 

 

郷土館キャラクター 

 まがりん 

庄内
しょうない

地区
ち く

は、戦後
せ ん ご

開拓
かいたく

の成功
せいこう

した事例
じ れ い

である。成功
せいこう

の理由
り ゆ う

として考えられる
かんが            

のは、次
つぎ

の通
とお

り。 

１ 戦後
せ ん ご

開拓
かいたく

の苦難
く な ん

の道
みち

を、佐藤
さ と う

繁
しげ

作
さく

団長
だんちょう

の元
もと

、一致
い っ ち

団結
だんけつ

して乗り越
の  こ

えてきたこと。 

２ 畑作
はたさく

経営
けいえい

の挫折
ざ せ つ

を経験
けいけん

するが、その後
ご

一貫
いっかん

して酪農
らくのう

を営農
えいのう

の中心
ちゅうしん

に置いた
お    

経営
けいえい

を行
おこな

ったこと。 

３ 酪農
らくのう

経営
けいえい

の時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
たいおう

させながら、複合化
ふくごうか

（搾乳
さくにゅう

・搾乳
さくにゅう

と肥育
ひ い く

・肥育
ひ い く

経営
けいえい

）していったこと。 

昭和２２年（１９４７）５月  入植準備：野辺地営林署の許可を取り、１本が直径約１５～２０ｃｍ 

の黒松林の土地に先発隊３０名入植。幕舎設営し、丸太小屋や道路 

を作り本体入植の準備を行う。８月に綿羊１７頭を導入。 

昭和２３年（１９４８）春   農協設立：本体を迎え、計６６名で庄内開拓団を結成し、９月に「庄 

内開拓農協」を設立。土地分配 4.3ha、採草地なし、薪炭林は組合 

所有。（５地区、６７戸、１６５名） 

昭和２４年（１９４９）10月 農地拡大：農耕馬 7頭導入。簡易開墾 35ha、天地返し３２ha、ジ 

ャガイモ9.6ha、大豆 14ha、小豆4ha、麦・トウモロコシ・ヒエ・ア 

ワ・ソバ・菜種、綿羊 13頭、ヤギ 35頭、豚 9頭、ウサギ 277羽、 

鶏 436羽。自給自足を図りながら農地を拡大していく。 

昭和２８年（１９５３）     冷害：遅霜で皆無作。 

昭和２９年（１９５４）     酪農へ:二年連続の凶作。9月の台風で被害が拡大する。北海道か 

ら乳牛を導入し、畑作から冷害に強い酪農経営に切り替える。 

昭和３０年（１９５５）     戸数 66戸、働く牛 43頭、乳牛 41頭、馬 43頭、ヤギ 40頭、綿 

羊 50頭、サイロ２６基となる。 

昭和３１年（１９５６）      初出荷搾乳し、乙供の牛乳処理場へ出荷する。悪路に苦労する。 

昭和３２年（１９５７）     全戸に配電され、電灯が付く。 

昭和３４年（１９５９） 

昭和３５年（１９６０）     耕地化終了：全戸に乳牛が導入され、畑作から牧草や飼料用作物 

の作付けに変わる。庄内地区の耕地化（５０４ha）終了。 

昭和４０年（１９６５）２月  朝日農業賞を受賞：農協中心に牧草・資料作物の集団栽培や共同 

作業が評価される。 

昭和４２年（１９６７）     大規模化へ：組合は、第二次５か年計画を立て、酪農の大規模化、 

多頭化を目指した。農協直営の乳用雄牛肥育センター設立。 

昭和４６年（１９７１）      トラクターセンターを設立。昭和５５年解散。 

昭和５３年（１９７８）     吹越台地の草地造成開始：６３７haを国営農用地開発事業として 

～昭和６２年（１９８７）   開発し、４８６haの草地を造成する。飼料生産利用組合設立。 

昭和５６年（１９８１）      複合経営へ：肉牛施設整備。翌年には、肥育センターを保育センタ 

ーに変え、酪農と肉牛用の肥育を組み合わせた複合経営が可能 

となる。 

昭和６０年（１９８５）      牛乳の生産量６，０００トンを超える。 

入 植
にゅうしょく

当時
とうじ

の 住 居
じゅうきょ

と八甲田山
はっこうださん

遠景
えんけい

 

ランプの生活
せいかつ

 

菜種
なたね

刈
が

り 

協 力
きょうりょく

して電 柱
でんちゅう

を立
た

てる 

吹
ふっ

越
こし

台地
だいち

牧草地
ぼくそうち

と風力発
ふうりょくはつ

電機群
でんきぐん

 

入植準備：野辺地営林署の許可を取り、１本が直径約１５～２０ｃｍ 

の黒松林の土地に先発隊２５名入植。幕舎設営し、丸太小屋や道路 

を作り本体入植の準備を行う。８月に綿羊１７頭を導入。 

農協設立：本体を迎え、計６６名で庄内開拓団を結成し、９月に「庄 

内開拓農協」を設立。土地分配 4.3ha、採草地なし、薪炭林は組合 

所有。（５地区、６７戸、１６５名） 

農地拡大：自給自足を図りながら農地を拡大していく。農耕馬 7頭導 

入。簡易開墾 35ha、天地返し３２ha、ジャガイモ 9.6ha、大豆 14ha、小豆 

4ha、麦・トウモロコシ・ヒエ・アワ・ソバ・菜種、綿羊 13頭、ヤギ 35頭、豚 9 

頭、ウサギ 277羽、鶏 436羽。模範開拓団として農林大臣賞受賞。 

冷害：遅霜で皆無作。冷害補助金等を農具・家畜等購入に充てる。 

酪農へ:二年連続の凶作。9月の台風で被害が拡大する。北海道か 

ら乳牛を導入し、畑作から冷害に強い酪農経営に切り替える。 

戸数 66戸、働く牛 43頭、乳牛 41頭、馬 43頭、ヤギ 40頭、綿 

羊 50頭、サイロ２６基となる。 

初出荷：搾乳し、乙供の牛乳処理場へ出荷する。悪路に苦労する。 

全戸に配電され、電灯が付く。 

成功検査：開墾成功検査が実施され、全戸合格する。 

耕地化終了：全戸に乳牛が導入され、畑作から牧草や飼料用作物 

の作付けに変わる。庄内地区の耕地化（５０４ha）終了。 

朝日農業賞を受賞：農協中心に牧草・資料作物の集団栽培や共同 

作業が評価される。 

大規模化へ：組合は、第二次５か年計画を立て、酪農の大規模化、 

多頭化を目指した。農協直営の乳用雄牛肥育センター設立。 

トラクターセンターを設立。昭和５５年解散。 

吹越台地の草地造成開始：６３７haを国営農用地開発事業として 

開発し、４８６haの草地を造成する。飼料生産利用組合設立。 

複合経営へ：肉牛施設整備。翌年には、肥育センターを保育センタ 

ーに変え、酪農と肉牛用の肥育を組み合わせた複合経営が可能 

となる。 

牛乳生産量６，０００トンを超える。近代的専業酪農地帯へと発展。 



 

 

 

  

上弥栄
か み い や さ か

地区
ち く

 
緊急
き ん き ゅ う

開拓
か い た く

で、畜力
ち く り き

開墾
か い こ ん

では本県
ほ ん け ん

で最も
も っ と    

優れた
す ぐ     

業績
ぎ ょ う せ き

を残
の こ

した集落
し ゅ う ら く

 

１ 上弥栄
か み い や さ か

地区
ち く

の入植者
にゅうしょくしゃ

 

戦後
せ ん ご

、九死
き ゅ う し

に一生
いっしょう

を得
え

て旧満州
きゅうまんしゅう

及び
お よ    

樺
か ら

太
ふ と

からの引き揚
ひ  あ

げてきた人々
ひとびと

で、「満州
まんしゅう

弥栄
い や さ か

開拓団
か い た く だ ん

」と「上北郡
か み き た ぐ ん

」から

「上弥栄
か み い や さ か

」と命名
め い め い

している。入植
にゅうしょく

当時
と う じ

は、雑
ぞ う

木林
き ば や し

で、伐採
ば っ さ い

開墾
か い こ ん

して、菜種
な た ね

や馬鈴薯
ば れ い し ょ

、大豆
だ い ず

の畑作
は た さ く

から始
は じ

まった。 

２ 上弥栄
か み い や さ か

地区
ち く

の開拓
か い た く

の歴史
れ き し

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 六ヶ所村教育委員会 平成 8年 「六ヶ所村史 中巻」 より一部引用  写真：六ヶ所村教育委員会・文化財審議委員会 「六ヶ所村の戦後開拓史年表 巻２ 上弥栄・弥栄開拓地区」 昭和 61年より引用 

 

 

郷土館キャラクター 

 まがりん 

上弥栄
かみいやさか

地区
ち く

は、７９戸
  こ

の農家
の う か

のうち、約
やく

３割
  わり

に当たる
あ   

２６戸
  こ

が離農
り の う

する結果
け っ か

となったが、いち早く
はや  

酪農
らくのう

へ転換
てんかん

し、優秀
ゆうしゅう

な酪農家
ら くのうか

を輩出
はいしゅつ

する。畜力
ちくりき

開墾
かいこん

で優れた
すぐ      

業績
ぎょうせき

を残し
のこ   

、他
た

の地区
ち く

の開墾
かいこん

を手伝う
て つ だ   

者
もの

も現
あらわ

れた。 

１ 戦後
せ ん ご

開拓
かいたく

の計画
けいかく

そのものが不備
ふ び

であり、単
たん

に難民
なんみん

救済
きゅうさい

、失業
しつぎょう

対策
たいさく

事業
じぎょう

という意味
い み

しか持
も

っていなかった。 

２ 開拓
かいたく

農家
の う か

に対する
たい     

行政
ぎょうせい

も、酪農
らくのう

振興
しんこう

からてんさい奨励
しょうれい

と目まぐるしく
め     

変化
へ ん か

し、経営
けいえい

は安定
あんてい

しなかった。 

昭和２２年（１９４７）５月  入植準備：野辺地営林署の許可を取り、１本が直径約１５～２０ｃｍ 

の黒松林の土地に先発隊３０名入植。幕舎設営し、丸太小屋や道路 

を作り本体入植の準備を行う。８月に綿羊１７頭を導入。 

    農協設立：本体を迎え、計６６名で庄内開拓団を結成し、９月に「庄 

 

昭和２6年（１９５１）秋 

 

昭和２７年（１９５２）  

   6羽。自給自足を図りながら農地を拡大していく。 

昭和２８年（１９５３）     冷害：遅霜で皆無作。 

昭和２９年（１９５４）     酪農へ:二年連続の凶作。9月の台風で被害が拡大する。北海道か 

ら乳牛を導入し、畑作から冷害に強い酪農経営に切り替える。 

昭和３１年（１９５６） 

昭和３６年（１９６１）    ロ２６基となる。 

昭和３７年（１９６２） 

     初出荷搾乳し、乙供の牛乳処理場へ出荷する。悪路に苦労する。 

昭和４０年（１９６５） 

     全戸に配電され、電灯が付く。 

昭和４１年（１９６6）４月  作付けに変わる。庄内地区の耕地化（５０４ha）終了。 

昭和４２年（１９６７）３月  朝日農業賞を受賞：農協中心に牧草・資料作物の集団栽培や共同 

作業が評価される。 

昭和４３年（１９６８）     大規模化へ：組合は、第二次５か年計画を立て、酪農の大規模化、 

多頭化を目指した。農協直営の乳用雄牛肥育センター設立。 

昭和４５年（１９７０）      トラクターセンターを設立。昭和５５年解散。 

昭和４７年（１９７２）     吹越台地の草地造成開始：６３７haを国営農用地開発事業として 

   開発し、４８６haの草地を造成する。飼料生産利用組合設立。 

 

 

昭和４８年（１９７３）４月 

昭和５４年（１９７９）      牛乳の生産量６，０００トンを超える。 

上弥栄
かみいやさか

開拓
かいたく

農 協
のうきょう

事務所
じ む し ょ

 

入 植
にゅうしょく

当時
とうじ

のメンバー 昭和
しょうわ

２３年
    ねん

  

傾斜地
けいしゃち

が多い
おお   

耕作地
こうさくち

 昭和
しょうわ

29年
ねん

 

放牧
ほうぼく

風景
ふうけい

 昭和
しょうわ

47年
ねん

 

むつ小川原国家石油備蓄基地 ３回にわたり入植：山田岩次郎氏を代表として、適地調査を行い、先 

遣隊として３３戸が入植。耕馬４頭導入。２４年に３４戸、２６年に１２ 

戸が入植。総計７４戸、人口３６２名となる。 

本県最初の機械開墾地区：耕地面積 419haの内、機械開墾は３０ha 

、３８９haは畜力開墾で行い、本県で最も優れた業績を残した。 

焼失：収穫物数百俵（総生産物の半分）を、有戸駅日通倉庫で原因不明の 

火災で焼失。保証されず。模範開拓団として農林大臣賞受賞。 

一部水道：一部水道工事を行うが、３６年まで１０年間、飲雑用水不足 

で苦しむ。 

冷害：遅霜で皆無作。 

酪農へ:二年連続の凶作。強い霜で大豆が半作。ジャージー種牛４頭 

を導入。 

ホルスタイン種牛導入：北海道から４０頭、翌年も４０頭導入。酪農研究会開催。 

トラクター導入：トラクター利用協同組合を設立。 

テンサイ栽培：換金作物として１戸当たり５０aから１００a栽培。 

１０月フジ製糖青森工場落成。 

離農者が相次ぐ：１０a当たり１万円（現在のお金としては約４．２万円）。当時 

としては、かなりの高額であった。 

入植２０周年記念式典を行う：「開拓」記念碑を建立。 

フジ製糖工場休業：貿易の自由化による砂糖の市況が悪化し、工場を 

閉鎖する。（ビート栽培農家９３戸、２，３００ha） 

用地買収：三井不動産等六ヶ所村で土地を買い始める。４４年空前の

土地ブームが起こる。 

頭数最高：乳牛頭数最高で、成牛２６０頭・育成仔牛 100頭となる。 

用地買収第一号：むつ小川原開発公社に用地買収の契約がなされる。

10a当たり、田 1等級 76万円・畑 1等級 67万円・山林原野 1等級

57万円。 

日本酪農青年研究発表会で最優秀賞受賞者が出る。（高橋氏、二階堂氏） 

２７年の歴史を閉じる：清算のため組合総会を開く。 

むつ小川原国家石油備蓄基地の建設が始まる。 

上弥栄
かみいやさか

と弥栄
いやさか

平地
だいらち

区
く

（右） 

※国土地理院航空写真引用 S23 



 

  

  

 

  

弥栄
い や さ か

平
だ い ら

地区
ち く

 
戦前
せ ん ぜ ん

の県営
け ん え い

開拓
か い た く

：馬鈴薯
ば れ い し ょ

の栽培
さ い ば い

適地
て き ち

として開墾
か い こ ん

を始め
は じ    

る 

１ 弥栄
い や さ か

平
だいら

地区
ち く

の入植者
にゅうしょくしゃ

 （弥栄平：旧陸軍軍馬補充部牧草地の岡沼平） 

（１） １８９７年
ね ん

（明治
め い じ

30年
ね ん

） 、大野
お お の

三郎
さ ぶ ろ う

氏
し

（名古屋
な ご や

生まれ
う    

、札幌農科
さ っ ぽ ろ の う か

大学
だ い が く

出身
しゅっ しん

）が、岡沼
お か ぬ ま

平に
だいら    

入植
にゅうしょく

開墾
か い こ ん

するが、20余年間
よ ね ん か ん

で土地
と ち

を去る
さ   

。 

（２） １９３６年
       ね ん

（昭和
し ょ う わ

１１年
   ね ん

）、若松
わ か ま つ

菊蔵
き く ぞ う

氏
し

が調査
ち ょ う さ

、県営
け ん え い

六ヶ所
ろ っ か し ょ

村
む ら

集団
しゅうだん

農耕地
の う こ う ち

として決定
け っ て い

し、入植
にゅうしょく

がはじ

まる。 

２ 弥栄平地区の開拓の歴史 

 

 

 

 

 

 

 

※ 六ヶ所村教育委員会 平成 8年 「六ヶ所村史 中巻」 より一部引用  写真：六ヶ所村教育委員会・文化財審議委員会 「六ヶ所村の戦後開拓史年表 巻２ 上弥栄・弥栄開拓地区」 昭和 61年より引用 

 

 

郷土館キャラクター 

 まがりん 

弥栄
いやさか

平地
だいらち

区
く

は、1936年
ねん

に県内
けんない

5カ所
か し ょ

の東北
とうほく

地方
ち ほ う

集団
しゅうだん

農耕地
のう こ うち

開発
かいはつ

事業
じぎょう

（～S15）によって開拓
かいたく

が始められた
はじ         

。

補助
ほ じ ょ

額
がく

は国
くに

・県
けん

が 5割
わり

程度
て い ど

であったが、入植後
にゅうしょくご

、戦争
せんそう

により農産物
のうさんぶつ

価格
か か く

が有利
ゆ う り

となり、戦後
せ ん ご

のインフレで負債
ふ さ い

の

整理
せ い り

が容易
よ う い

になったことで、比較的
ひかくてき

短期間
たんきかん

で安定
あんてい

農家
の う か

となった。昭和
しょうわ

２２年
    ねん

農林省
のうりんしょう

馬鈴薯
ばれいし ょ

原原種
げんげんしゅ

農場
のうじょう

誘致
ゆ う ち

とと

もに、周辺
しゅうへん

地区
ち く

を一
いち

大馬鈴薯生
だいばれいしょせい

産地
さ ん ち

として定着
ていちゃく

させた業績
ぎょうせき

を残
のこ

す。むつ小川原
お が わ ら

開発
かいはつ

のため、解散
かいさん

・移転
い て ん

した。 

明治３０年（１８９７）     準備を行う。８月に綿羊１７頭を導入。 

昭和１１年（１９３６）     農協設立：本体を迎え、計６６名で庄内開拓団を結成し、９月に「庄 

 

 

 

昭和１２年（１９３７）４月 

 

 

 

昭和１３年（１９３８）  

 

 

昭和１４年（１９３９）  

   6羽。自給自足を図りながら農地を拡大していく。 

昭和１５年（１９４０）     冷害：遅霜で皆無作。 

昭和１７年（１９４２）     酪農へ:二年連続の凶作。9月の台風で被害が拡大する。北海道か 

ら乳牛を導入し、畑作から冷害に強い酪農経営に切り替える。 

昭和２１年（１９46）  

昭和２２年（１９4７）     0頭、サイロ２６基となる。 

昭和２４年（１９４９） 

     初出荷搾乳し、乙供の牛乳処理場へ出荷する。悪路に苦労する。 

昭和２５年（１９５０） 

     全戸に配電され、電灯が付く。 

昭和２８年（１９５３）  

   作付けに変わる。庄内地区の耕地化（５０４ha）終了。 

昭和２９年（１９５４）     朝日農業賞を受賞：農協中心に牧草・資料作物の集団栽培や共同 

作業が評価される。 

昭和３１年（１９５６） 

昭和４８年（１９７３）    。農協直営の乳用雄牛肥育センター設立。 

昭和５４年（１９７９）10月      トラクターセンターを設立。昭和５５年解散。 

昭和４７年（１９７２）     吹越台地の草地造成開始：６３７haを国営農用地開発事業として 

   開発し、４８６haの草地を造成する。飼料生産利用組合設立。 

 

 

昭和４８年（１９７３）４月 

昭和５４年（１９７９）      牛乳の生産量６，０００トンを超える。 

住 居
じゅうきょ

と岡沼
おかぬま

の航空
こうくう

写真
しゃしん

 

昭和
しょうわ

３７年
    ねん

 上弥栄
かみいやさか

小学校
しょうがっこう

に統合
とうごう

 

平成
へいせい

20
    

年
ねん

 弥栄
いやさか

平地
だいらち

区
く

航空
こうくう

写真
しゃしん

 

開墾：大野三郎氏が、入植開墾する。 

調査：金木修練農場指導員若松菊蔵氏が、弥栄平を調査する。 

決定：県営六ヶ所村集団農耕地に決定。県営六ヶ所集団農耕地開発 

事業事務所が設置される。１０月開墾作業準備。１１月馬耕開墾を始 

める。入植者３２名、１戸当たりの経営規模は約４ha。 

本格的な開墾開始：馬６頭での３頭立て馬耕開墾。伐根作業は人力 

で行う。７３町歩の畑を起こす。共同で、大豆、トウモロコシ、えん麦を 

作付け。１０月に住宅、畜舎、共同作業場兼収納場兼集会場、共同家 

畜飼育場完成。１１月に地鎮祭を行う。弥栄平と命名。 

作付け：（１戸当たり）  大 豆１～１．５町歩  （収量３～2俵/反）、 

馬鈴薯 1～1.5町歩 （収量４５～３５俵/反）、 

小 豆 0.7～0.8町歩（収量 2俵/反） 

１次開墾完了：１戸当たり耕地４．５町歩、馬１頭、鶏１００羽、豚４頭を 

飼育できる畜舎所有。 

開校：１１月３１日戸鎖小学校弥栄平分室開校（冬期間） 

払い下げ：岡沼周辺地３０町歩は湿地のため畑作できず。集落南方隣 

地村有地３０町歩を１反３０円で払い下げを受け、団員に分割する。 

品評会:若松菊蔵氏、２歳馬品評会で 4頭受賞。 

農林水産省上北馬鈴薯原原種農場ができる。 

組合設立：弥栄平種馬鈴薯採取組合、弥栄平農産組合を組織。組合 

長福岡由太郎氏就任。 

開校：弥栄平小学校開校（～S５０）、20万円かけて校舎増改築。 

式典：部落建設創業 15周年記念式典挙行。沿革史作成。 

学校：始めての学芸会と運動会を開催。仔牛の肥育が盛んになる。1

頭７,000円～12,000円（約１４万～約２４万円）で売れる。 

開校：室ノ久保中学校弥栄平分校開校（～S44）。10月 10日強霜被害。 

乳牛導入：ジャージー牛を導入※1頭 8万円（約１60万円）、1戸当たり 2，3頭 

開田：計画立案、翌年 20町歩開田、33年 33.7町歩開田。 

県開発公社が土地買収を始める。 

弥栄平閉村式開催。 

むつ小川原国家石油備蓄基地の建設が始まる。 

弥栄
いやさか

平地
だいらち

区
く

（旧岡沼平） 

※国土地理院航空写真引用 昭和 23年 

農林
のうりん

水産省
すいさんしょう

馬鈴薯
ばれいしょ

原原種
げんげんしゅ

農 場
のうじょう

 



  

 

  

千歳
ち と せ

地区
ち く

 
旧陸軍
き ゅ う り く ぐ ん

軍馬
ぐ ん ば

補充部
ほ じ ゅ う ぶ

放牧場
ほ う ぼ く じ ょ う

と監守所
か ん し ゅ じ ょ

・厩舎
き ゅ う し ゃ

 

１ 千歳
ち と せ

地区
ち く

の開拓 

千歳
ち と せ

・豊
と よ

瀬
せ

・睦
む つ

栄
さかえ

・豊原
と よ は ら

・目
め

ノ
の

越
こ し

地区
ち く

約
や く

５，０００ha
ヘクタール

が

軍馬
ぐ ん ば

補充部
ほ じ ゅ う ぶ

の放牧場
ほ う ぼ く じ ょ う

で、現在
げ ん ざ い

の旧
きゅう

千歳
ち と せ

中学校
ち ゅ う が っ こ う

周辺
しゅうへん

に

官舎
か ん し ゃ

・厩舎
きゅうしゃ

・ジャガイモ畑
ばたけ

があった。敗戦後
は い せ ん ご

、大蔵省
お お く ら し ょ う

管財局
かん ざいき ょ く

の管理下
か ん り か

に置
お

かれていた。 

（１） 倉内
く ら う ち

酪農
ら く の う

開拓
か い た く

協会
き ょ う か い

（徳川
とくがわ

義
よし

親
ちか

氏
し

、高田
た か だ

道
みち

信
のぶ

氏
し

、太田
お お た

正治
しょうじ

氏
し

）が設立
せ つ り つ

（昭和２１年４月）されたが、１０月
が つ

に解散
か い さ ん

。 

（２） 六ヶ所
ろ っ か し ょ

村
む ら

が入植者
にゅうしょくしゃ

を募集
ぼ し ゅ う

（昭和
しょうわ

２１年
   ねん

４月
  がつ

）。村内
そ ん な い

から１０

家族
か ぞ く

、２８名
    め い

が入植
にゅうしょく

。官舎
か ん し ゃ

・厩舎
きゅうしゃ

を住宅
じゅうたく

に利用
り よ う

、

主
お も

な収入
しゅうにゅう

は炭焼
す み や

きであった。（１窯４０俵で米６０ｋｇ分の収入） 

上北町
かみき たち ょ う

からは、豊
と よ

瀬
せ

に８名
   めい

が入植
にゅうしょく

する。 

２ 千歳
ち と せ

地区
ち く

の開拓
か い た く

の歴史
れ き し

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 六ヶ所村教育委員会 平成 8年 「六ヶ所村史 中巻」 、昭和５４年 「六ヶ所村戦後開拓史年表 千歳・庄内開拓地区」 より一部引用 

 

 

郷土館キャラクター 

 まがりん 

千歳
ち と せ

開拓
かいたく

地区
ち く

は立地
り っ ち

条件
じょうけん

や気象
きしょう

条件
じょうけん

に恵まれず
めぐ        

、戦
せん

後
ご

１０年間
     ねんかん

は食糧難
しょくりょうなん

と資金難
しきんなん

で、建設
けんせつ

事業
じぎょう

は

想像
そうぞう

を超える
こ    

苦難
く な ん

の連続
れんぞく

だった。製炭業
せいたんぎょう

から始
はじ

まり、畑作
はたさく

経営
けいえい

を行
おこな

うが冷害
れいがい

に見舞わ
み ま   

れ、酪農
らくのう

を

目指す
め ざ  

。昭和
しょうわ

３４年
   ねん

から機械
き か い

開墾
かいこん

も行
おこな

われるが、昭和
しょうわ

４６年
    ねん

以降
い こ う

のむつ小川原
お が わ ら

開発
かいはつ

により、酪農家
ら くのうか

が

減少
げんしょう

。開発
かいはつ

の線引き
せんび    

外
がい

となった農家
の う か

は、生き残り
い    のこ   

をかけて経営
けいえい

規模
き ぼ

の拡大
かくだい

を図
はか

っていった。 

昭和２１年（１９４６）４月  入植準備：野辺地営林署の許可を取り、１本が直径約１５～２０ｃｍ 

の黒松林の土地に先発隊３０名入植。幕舎設営し、丸太小屋や道路 

〃        を作り本体入植の準備を行う。８月に綿羊１７頭を導入。 

 

 

昭和２２年（１９４７）４月   農協設立：本体を迎え、計６６名で庄内開拓団を結成し、９月に「庄 

昭和２３年（１９４８）  

     農地拡大：農耕馬 7頭導入。簡易開墾 35ha、天地返し３２  

 

昭和２４年（１９４９）     冷害：遅霜で皆無作。 

昭和２５年（１９５０）      

昭和２９年（１９５４）      

昭和３３年（１９５８） 

昭和３４年（１９５９） 

昭和４０年（１９６５） 

昭和４７年（１９７２） 

昭和４９年（１９７４） 

千歳
ちとせ

と庄 内
しょうない

３地区
ち く

（南側） 昭和２３年（１９４８） 

千歳
ちとせ

新市街地
しんしがいち

A住
じゅう

区
く

 平成20年（２００８） 

倉内
くらうち

軍馬
ぐんば

放牧場
ほうぼくじょう

と監守所
かんしゅじょ

 大正６年（１９１７） 

倉内酪農開拓協会：４月設立され、トラクター１１台で開墾された 

が、入植者・開発営団・開拓協会と折り合いがつかず１０月解散。 

入植募集：六ヶ所村と上北町が入居者募集。村内から２８名、上北町 

から豊瀬に８名入植する。１１月土地分配（１戸当たり農地用８ha、山林２～３ 

ha、８年間で開墾完了予定） 

千歳開拓農業協同組合設立：開拓資金導入開始。住宅２０棟完成。 

開墾開始：９月開田用地払い下げ、１０月倉内地区開拓農業協同組 

合設立。集落に馬１頭配分。１１月開拓作業開始。１０a当たり夫婦２ 

人で１０日以上、１伐根作業は３時間以上要した。 

畑作：馬鈴薯・菜種・大豆・小豆・粟・ヒエ・えん麦・ソバの栽培始める。 

豊原地区：樺太からの引揚者中心に１８戸入植。 

酪農へ:二年連続の凶作。豊瀬地区で乳牛４頭導入する。 

全戸導入：豊原地区の全戸に乳牛が導入される。 

北部上北機械開墾入植：睦栄・豊瀬に機械開墾農家４８戸入植。 

第１回千歳地区酪農祭開催：短角繁殖牛の飼育が始まる。 

むつ小川原開発市街地：千歳地区が決定される。 

新市街地建設始まる：１２月、新市街地起工式挙行。この頃の千歳地 

区の酪農・畜産家数は、２３％減少する。 

旧監守所跡地 

土塁 

千歳地区 

睦
むつ

栄
さかえ

地区
ち く

牧草地
ぼくそうち

と風力発
ふうりょくはつ

電機
でんき

 

旧監守所跡地 

土塁 

庄内第３地区 

旧千歳中学校 

http://6energypark.com/visit/img/mfh/l/mfh_02.jpg


  

 

国営
こ く え い

北部
ほ く ぶ

上北
か み き た

機械
き か い

開墾
か い こ ん

事業
じ ぎ ょ う

 
国
く に

と世界
せ か い

銀行
ぎ ん こ う

からの資金
し き ん

援助
え ん じ ょ

によって事業
じ ぎ ょ う

着手
ち ゃ く し ゅ

 

１ 北部
ほ く ぶ

上北
か み き た

地域
ち い き

の開拓
か い た く

 

国
く に

と世界
せ か い

銀行
ぎ ん こ う

は、未開発
み か い は つ

地域
ち い き

として北部
ほ く ぶ

上北
か み き た

地域
ち い き

（野辺地町
の へ じ ま ち

・甲地
か っ ち

村
む ら

・六ヶ所
ろ っ か し ょ

村
む ら

・横浜町
よ こ は ま ま ち

、後
の ち

に倉内
く ら う ち

地区
ち く

の参加
さ ん か

）の基本
き ほ ん

調査
ち ょ う さ

の結果
け っ か

、資金
し き ん

援助
え ん じ ょ

が決定
け っ て い

され

事業
じ ぎ ょ う

が着手
ちゃくしゅ

された。戦後
せ ん ご

開拓
か い た く

のモデルケースと位置
い ち

づけされた。 

（１） 機械
き か い

開墾
か い こ ん

による農地
の う ち

の造成
ぞ う せ い

 

（２） 家畜
か ち く

・農機具
の う き ぐ

の導入
どうにゅう

、農業用
の う ぎ ょ う よ う

施設
し せ つ

の建設
け ん せ つ

に大
お お

き

な資金
し き ん

を投入
とうにゅう

し、早期
そ う き

の営農
え い の う

の安定
あ ん て い

を図
は か

った。 

２ 国営
こ く え い

北部
ほ く ぶ

上北
か み き た

機械
き か い

開墾
か い こ ん

の歴史
れ き し

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 六ヶ所村教育委員会 平成 8年 「六ヶ所村史 中巻」 、 北部上北酪農農業協同組合 「組合のあゆみ」 昭和５６年、６１年、平成８年 より一部引用 

 

 

郷土館キャラクター 

 まがりん 

開墾
かいこん

当初
とうしょ

の耕地
こ う ち

面積
めんせき

は、計画
けいかく

を下回り
したまわ   

、土地
と ち

改良
かいりょう

も効果
こ う か

なし。収入源
しゅうにゅうげん

の菜種
な た ね

・大豆
だ い ず

等
とう

は、低生産
ていせいさん

・

不安定
ふあんてい

な価格
か か く

・販売
はんばい

体制
たいせい

の不備
ふ び

から作付面積
さくつけめんせき

が激減
げきげん

。てんさい導入後
どうにゅうご

のフジ製糖社
せいとうしゃ

引揚
ひきあげ

。昭和
しょうわ

35年
ねん

には乳価
にゅうか

体系
たいけい

の変更
へんこう

によるジャージー種牛
しゅぎゅう

からホルスタイン種牛
しゅぎゅう

に変更
へんこう

等
など

で、借入額
かりいれがく

が増大
ぞうだい

する。

農畜
のうちく

産品
さんひん

の輸入増
ゆにゅうぞう

や牛 乳
ぎゅうにゅう

の消費量
しょうひりょう

低下
て い か

等
など

、苦難
く な ん

の連続
れんぞく

だったが、良質生乳
りょうしつせいにゅう

の生産
せいさん

供 給
きょうきゅう

、酪農
らくのう

経営
けいえい

の機械化
き か い か

、乳
にゅう

肉
にく

複合
ふくごう

の推進
すいしん

、経営
けいえい

規模
き ぼ

の拡大
かくだい

により、一
いち

大酪農
だいらくのう

地帯
ち た い

をつくり上
   あ

げる。 

昭和２７年（１９５２）    入植準備：野辺地営林署の許可を取り、１本が直径約１５～２０ｃｍ 

〃           を作り本体入植の準備を行う。８月に綿羊１７頭を導入。 

昭和３１年（１９５６）    農協設立：本体を迎え、計６６名で庄内開拓団を結成し、９月に「庄 

（主な事業概要） 

 

 

 

 

 

 

昭和３８年（１９６３） 

昭和３９年（１９６４） 

昭和４２年（１９６７） 

昭和４４年（１９６９） 

 

昭和４６年（１９７１） 

 

昭和５３年（１９７８） 

昭和５４年（１９７９） 

昭和５７年（１９８２） 

平成 2年（１９９０） 

平成 7年（１９９５） 

図１ 上北
かみきた

地区
ち く

概要図
がいようず

 「村史中巻」より転載 国の調査：未開発地域として基本調査を２年間実施する。 

世界銀行：農業未利用地効率用調査の結果資金援助決定。 

北部上北開拓酪農農業協同組合設立  

農地開発機構公団により、抜根・荒起こし・土壌改良・整地・一部の播種をすべて

機械力で、短期間で完成させる。乳牛の飼養を主とした混合農業を採用。開墾と入

植増反計画として、実施期間は５か年と設定。六ヶ所工区は、戸鎖・第二新納屋・第

二平沼・倉内道の上・第三芋ヶ崎・第二七鞍平・第二八森・第四七鞍平・鳥井平（野辺

地町）の９カ所が設定され、入植戸数１０２戸と増反戸数５４８戸耕作面積は９４２．

７７ha となった。１戸当たり５ha、乳牛４～５頭、耕馬１頭、豚４頭、鶏 20羽、住宅・

畜舎・サイロ・収納舎・堆肥盤、収支見込約 15,789円（約 50万円） 

牛乳生産額、1億円突破。幹線・支線道路等の建設工事完了 

付帯工事完了：用水路・排水路等整備等施工。質の高い道路網完成。 

運営資金：開拓資金の償還履行延期。 

多頭化進む：資金の条件緩和措置により累積延滞金が整理解消され

る。乳牛の多頭化が進む。 

大型化：生乳販売 1 万トンを達成。ハーベスター・トラクター・コンバイン

等大型農機具導入。※52年農畜産物輸入増で、経営圧迫 

加工原料乳保証価格が据え置かれる（5年間）。 

生産調整：2万トン達成するも、初の生産調整始まる。※５５年冷害・長雨で減収 

乳価闘争：参加する。（～60年） 

ブラジル農業研修生受け入れ（2年間）、酪農ヘルパー利用組合設立。 

受賞：村居金三郎氏が内閣総理大臣賞と日本農業パイオニア賞受賞。 

生乳生産額約 22億６千万円の一大酪農地帯となる。 

入 植
にゅうしょく

当時
とうじ

の住居兼
じゅうきょけん

畜舎
ちくしゃ

 

庄内第３地区 

 入 植
にゅうしょく

当時
とうじ

の馬
うま

による集
しゅう

草
そう

運搬
うんぱん

 

現在
げんざい

のローダーによる積
つみ

込
こみ

運搬
うんぱん

  


